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潟
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築
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を
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J吋 唱も 唱和51:'手ヰ舟 1自から提施

骨際りある水深瀦

本l本本たちのゑ命を保つだけでなし跡目的主主治口火カ吋ないもむでに

事耳主主宰て費誌を洗い.執務、 iJt怒鳴対除、入浴、本記主総研など、り出る所て:'~:~íに不自闘な

く1lI!っていまマハ

相、たち的!N辻、甘から由主常ホ明的国といわれているようにきれいな水が22かにまれてきた

ために、 手書量的にいって水に対する総品、が簿〈、水合大留にオる子守僚はありませんでLたお水

は況からの裂い水で告せするニとなくほしいf':汁子iニ入うたからです。

しかし貴子J!iは涯になると各地てマ断滅説的ニュースがよく路か札ます。オくのf必然1流i乏生活版式
的変化ιともな勺て年々増大しておつますが、それい討する次官を似の[lIH号、抑制宗ヌデi記れている
ためて耐す。そめY火災線開発にも限度があり、主主大な I~J ~記録 F自がかかワますe

殺事嘉子市は 利根)11とそF.J担illに被iまれているのだか勺水の心得己なんて必裂ないだJらうと号え
がちですが、本が絞れていてもホ苦痛する級事'Jがあリません。J
それなり井戸を謝ればよいといわれるかも知れませんが、都認手U49午から払i公王子保J止染{叫がf克

古車t'!れ地下水的水位低下と端翌主流 Fを読者<-だめ井戸を地ることもむヴかしくなづており£す。

当市は東京のベ γ トタウンとしての役綴から人口め治的に方震えて生告書様式のお;主化から本内

務毘i志、うな5的絞りに燃えており蕊 j" )之、水伎町低下、水ï't~アム化にともなって浅持μを

佼療している人述も水i立に切主宰式るものと，皆、われま守るホj急活語、車l式的10%ですが、十後1:水
道に依存する都合ゐ辻、ますま寸尚〈なりつつ為ります⑫

王立説的浄水揚l立、絵本f庖力が1H般大Z4.000m'しかなく娘若手に均してし、るため?VZ次級事
業(昭和51-55年を終的、水の祭主主併総を持:係しなければii:けませんM

増大す<;来型害事起に立昔話5するため浄水樹新滋簿に必擦なま宜備投資は、約47畿内ががる苧皇官です。
北千票1liJ1::総本主主食業闘が娯絡を開始するまでは さ長分的問、般家主B'H二件日を渇 1)水を供給し
てゆく計額てサが、い〈ら般事曹役資令してふ、関絡でI!<る*撃を源は限りあるも品です。

このようなことから水の線対裁が決まってしまえば今授はそれにあわせて人口を規縦Lてい

がな付れば欲りません。各人が量吉本帯を綴極的応器室崎署らとともに、アパート、主主段7 シション

号事町新築そ抑制iして必嬰以ょの流入人口の増潔をおさえていかなければならない時紛がきてい

ま十。

水言語ふ戸瓦1

我藤子帯水道部

T E L (88)3111…5 

掛水道重事欝施設の潔拡料金絞入

本jLJ:-'1'>-コζ;念、!¥Ilおく?と合公Jt;説、によ勺て Z必要な経費は…リf託業的絡も?にイネう絞入をもコて充
てなければなりないりと後めわれていま寸ぬ

‘れはも:存伐のみなさんプ収められた後今以上勺て続分するのではなく、給水サーピスめかf
i耐と {γの水辺科余年Z入をも勺てすべて的結殺をまかなうという棋立総隊指jはもとづくも的てw

オ、止に対応オーるため総当IjiJA与え3イネみなく主義められており志すが‘こめユ:'ll'1こ品望号な資企は
阪や公!t\~か均的借入余寸まかな句ご 1; IJます。

HB干IJ41 今から50今度までのm八と符は約16i立 l可となっており、 ~2 次主主霊長卒業についても

+'1判 W:f'l伐の険金をしをければなり本せん。
これに泌寸る3立合成び孝若干のjgi均十絡は椎給資寺内役jli之、みなさんからいた応〈水道料訴訟

でまカなわれてい〈めでナu

早々 ~"'火する:裂を1(をお減 J るため殺務灼合じをおヰゥておりますが、一方ホ泣科々をの口廃

品よ;会心よる鋭動出認しもその 裁として君主 )]1こ巡めておりますe

先はどもふれましたが、本滋料金拡税金と霊童って給水サービス的対備と Lて翁燃収めていた

だ?かなければt..らないものです。水面臨施設措みな語きんの共有害象者窓であり、水量藍事轍級食品料金
収入によっτなりたっているのです世ら、科会司来納が島って誌なザません。
4月以降事1-;1<最聴時ある機管缶詰、督促事数料擦が加算忘れ拍手闘限後鵠語以内じ絞まら悔い議

官皆は、総本が静止起きれます。

1立{~口署長の俄おフ，'0 にならないよう、常iニ注立を払われるようお際;いいた L ます。

水主話芸評議長は

独立事長雲締j

水道華料金L立、銀行の
王III霊へ

ほとんどが水滋

料会収入だけで

まかないます紗

施設の拡E院をする
ときの撃を金はほと

んと万滞金です。

つまり元手なしで

華客講義をはじめるわ

けて'すG
戸、一一応回目

--叩嗣悶『嶋崎山

惨事基撃を

料金収入は借

金の滋済や要葬

祭の還を設に倹

われますね

後鮮
舎監

極量笠翌三当



表
一
余

念
十
料
一
料

道一水一、明雪、一
き」一新か 水道料金卒見表(一般用、 2月分)

さまみ料金(2 fiにつき) l趨逃料金 佼潟水査を 水道料金 使用水没 水道料金 使潟水笈 -*滋料金。-20m' 1，000汚 47m' 3，200F可 74m' 5，9告OfIl
21 1，075 48 3，300 75 6，000 
22 1，150 49 3，400 76 6，100 
23 1，225 50 3，5告9 77 6，200 
24 1，300 51 3，600 78 6，300 
25 1，375 52 i‘3，700 79 6，400 
26 1，450 53 3，800 80 6，500 
27 1，525 54 3，900 81 6，6詰G
28 1，600 55 4，0001 82 6，700 
29 I 1，告75 56 83 6，800 4.100 
30 1，750 57 4，200 84 6，900 
31 1，825 58 4，300 85 7，000 
32 1.宮00

56き0 4，_必0 86 7，100 
33 1.975 4，500 87 7，200 
34 2，050 

S62 1 
ム600 88 7，300 

35 2，125 4，7告S S告 7，400 
36 2，2合立 63 4，800 90 7，500 
37 2、275 4，き喜容 宮1 7，600 
38 2，350 5，000 雪2 7，700 
39 2.425 66 5，100 93 7，800 
40 2，500 67 5，200 94 7，900 

4421 112，.S7S0S 0 
68 5，300 95 8，00告
69 5，400 幸容 s誓100

43 2，800 70 5，500 97 8，200 
44 2，900 71 5，600 意S 8，300 
45 3，告00 72 5，700 99 8，400 
46 3，100 73 5，800 100 8，500 

種別 -* 査を |料金

ら
で
75問

殺 間 I20lt;fJ-;.fをまで
I 21立方)j(:から

1，000汚 1200立:対米まで
100内

i 201立方米以と
125 fIl 

ω∞ml45的浴場営業用 I20設立方却とまで

こに準及び隊約局 1 iL ~ぢう+とにつき 150 fIl 

今閉め改定にあたって、生Z治喬F浴誇オ水tについて;は立滋1カj官祭Eくす

7方f、足立ひど釈しい氷i絞め総イ援が持協iーに日務総な現状から、水町認をi絞め節約という考え方

に進基づき滋士宮H部i料金徐々糸;こしました句

オえの襲攻~'G1筒終辻、今まで10m'おりく 1 ) 3501'1でしたが、これしそ作るための災

湾(給水Mj蕊)はBB終48正予から 35合汚をうわまわって必'人 49.if'(こは 460向、 50年

には約 500fIJとなり年々おくとどっています。
明和51塁手;こは 530丹、 52若手』こは 610fIJとなり、 55今こは 1，19詰問となる予定で‘

寸。室主浴用水器を安くするため、員証書官{蕊絡は給水原僚より低く改定したので¥その

不足分をほかの収入で被っていく予定ですが、それも羽和53~手議までがせいいっ

ぱいです。それ以降はまた料金改定会しなければなりません。

づたご重量廃6う重量手患を少な〈

2 }ヲのf更綴水設が203主1'Jメートんである獄絵喜ちなこ了家総をil'tlにと守ますと、改

定前 70告内の料金が 1，000月となり、送事i手300向、 1日当与にしますと 5内の
アップでナ。

く新料金による計算傍〉

水道部への腐と旬、よニ'相談
口径 迷路i指示まえ 2刃の使用水量主治哨立1'J〆 トノレて叩後13mm

(羽紋傘立主)のメーターを使濁している場合-引っこしてこら才工たとき • 7]<:.;箆料金について

・給水幾絞め工2併について

• 7]<:.滋の放線、修F誌について

.水浴工事腕について
薬草iI;¥l科会(40m'-20m')75f!lX20m'=1 ，5001弓

経過終会(45m'-40m')lOOPJX5m'= 5∞内

⑫メータ佼F話料 二 160内

1背泳宣言霊薬iま…...*~.._-……… 3 ， 160問

i 1月につ毒 1，5仰向!

13ミリノートル
-引っこしていかれしるとき

. -f乏い潟水f院をお縫いにならないと急

-骨造用者3乙;ま所司智者の劣後がかわるとき

.その悠変更主義げがあるとき

280 500内
300 
460 
540 

L監日
3，告60
4，540 

glHこ認さめる議案

櫓水滋料金一一一一一…20 
25 
3告

40 
50 
75 
100 
ωωωωゅーー叩叩叩叩時→

そ の他 1

基本料金(20m') コ=1，000阿

-水質について

剛そのfせl

~ l]<:.'a:-大切にしましょう
担 送路上の料れ令発見したらすぐお附刊い

水道重工事は指摘定水道工穆1吉℃。 水義華料金はロ鹿振替で。

∞O
H
 



経ざしが百 1自主やわらかさを

増していまれ

もう拳です@ 日目躍日1こでも魯家

挨そろって外に出て好的草を機ん

ではいかがでしょう。家族そろ
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さて毛五中へまい主主役学竺川竺竺そ竺1竺竺汲止空封汐在校努古嘉 E
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体のぐあいどう中

文芸是だよりめf乍品{短詩主・俳句)
を事李総します。みなさんのf字誌を
ごしどしおよせすごさい。

関r.t.c主主党:我孫子司王寺主f晶子 18 5 
器市役所f狂言議次総統計係へ。

事2)1151

ホームヘルパーの 1日は
笑顔と汗で纂をとじます。
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せん}。ジューキ工業総(専総ラ

ンプ付言定数量百}昨年8月117)'仰で 箆民年金の糸納保険

伊滋{線問1191)惜83-2263 草れまdbりませんか

綴って下さい 隊総年金保険料均約め忘れは壬

3月16Bから鈴まった不尽品交 傘冷講義語草

換に、惨さんから数多〈の提供や 長託子〈湖認会 7-51-204) 

希望が寄せられましと。広報ぜも 盟関-5485 

ょの1閣で線車道ご綴介していくこと 喰 2段ベッド・子供用農転車

にをうましたのでこ市'11軒下さいすお(布毒事2650-97)

間制 0699 
譲ります

本下車主義， 事事鐙事l(i帯干狩}

鋭的 (1綿花台10…15-6) 

*ステレオ

後フド(柴崎465-2) 

HS3…1219 

*寧LDま車宮部-3144

*ソファ-6量豊滋， t!!.1急落いずル 'J、ttU倒ヰむ台 9 4 -16) 

、1年間後殿、 4年務8万円で 盟88-'2418

E薄入を 3715000fIl (らいで勿 キミシン

鮫千〈湖北会 7-51-204) ruニ{湾北合叩28 判 1)
宮鵠-5485 器 88-4666

*ミシン ブラザ…ポータブル!it *子供F聾蕗駐車

勧誘室縁縫い、 5年官官3万円む勝入 構主主{浴衣台.，.4…15)

を1万円で{誌とんどi古っていま 宮 88畑町 9472

や

いでLょうか?

容吾輩J50年度41割分は昭和51年 2

月末日で総務奴も過ぎましたのぞ、

まだ約めていない方拭渓急おきけL

明 8の番喜びを主役めて
灸寿大学生徒募集

合成洗剤1]1針変わない
よう t::

後存大学では新Lい苧級生を事 合成洗剤を成っても、るご家庭は

て下きも" 4月をi舟ると王立高:1主 緩いたします a ニ門学肢は基礎(I'J まだ相当数みるようです。

われている約入漁知書では絞める な学習すからn主的な'"f.綴的姿勢令 合成洗剤的危険性については、

とができませんa 係主主料は約綴 身につけるニとができるぶうにな 桁間などで報道されているように

阪までに鈴めませんと将輩、禁令 るまでをEll翠としゲいます， J!JI総 体質仁よってはる記礎的韓若者菩・若干滋

年金や薄答年令、母子二年金など与は 4年で4り 際主毎， I肖化的関若手・韮1m民主的限緩，

明終的喜び合求めて'手智 Lたい 発力ン補民主{字病などがtちるといわ

という }jをお待ち Lています。 れていますω

砂応募資総括(，>;;tu:で我係チお これは合成洗t詩的主成分が、休

校総丹万 がきに遺言鱗きれ韓i詰き ttないためとe

S砂場所 三十jこ rつつじ校 2 す。

市役所て廿毎月 J主主I、議3木賊 惨事電線 運営伐として'1陪115倒的 このぷ?な危君主伎が総わ札でい

自に告を絡んから年金じ持唱する綴災 ~}霊長亀 50宇;(先務総} るばかり?なしさ誌J濯にこれらの

を受:け、議求手続きなどすべて熊 3診療対 4月5討から屯総て~受付 戸車寄が芝草案に主霊祭ている的です。

事1't'fi'なっていますw 厚生年余、 けますα ぞれにιかかわらず、法ってい
名手室長共淡、船員保淡などに加入し 歩申iみ先 教育義民会社会教湾総 る宗総があまりにも多すぎるとい

金を受けよ;..h会くなる2母子学があり

ます。

年金相談

円高誕祭が話料請され3ました。 たこ ιがあり受給権がみつてιF

BFIるい重量皇真 砂京我綴守二ひつじ幼後酌孟ら札務きを知らなかったため年金的経

:n .... V'OO品添 金5610仰の苦手fすがありま Lt.ょ。 求むしていなかったとも言う"i児も
炉主主義事会(繁松140'-2)から税金泳られます。

3歩総公舎から 4月r.号1史的iJl戸小 1子jljの主持母がおりましたa ぜ (}A手金相談合ιr.JI耳し誠求もれ

久常;車中学校的問議事総入著書内 部 1>語草稔談会自時里会幹主支援戸分校から 的ないよフ記して下さいa

ど12万内町寄付がありました a 貌金 1万F号約書号付1J';<'りま Lた飽 年金は本人か「コ的皆吉;1<があって

1>ロータりーク7ブから務 3，j、易機正時時治療ん{持i七台 1-18 初拘て支捻き ilるものです令

高野山小・縫Fヨ，]、.久学家中学校 1 )から‘つつヒ殺事長fちのとめ花

にそれぞれ1071円総J主将lJl織が、 しようぶ帥株が務飽き札ましたp

た我孫子中学校には鈴方向総当

-一

2
一
3

6 評 5話番貸出呂問中失公民隊法，鶴、 15.30

火i

v 
9，30-11朝13剖~ 朝夕s

HT lu院議焚出呂幽中央公認捺12，00-16、出

12月 4 
wつつt.:;'l:1帥鈎E 見
w膏埠綴主義弔潟北命中尭集金緑色30-11.時

13火 13部-.15帥 前
日つつU韮休館日

期

事選者151年皮肉犬的登録Hf犬議 1ほか(検込用泌氏)および子君臨 捻済を泌わないようにすることは

予防桟針金行ないます。終金は県 市議j浜町1l' 1J7750の 1はか t革 大切て'す， ，ちなたのl'で、公警を

滋会で決定きれると主主ま章特， 1主総 張BJ車区)しでもなくしていきましょう e

科必書同署長肉料金会合わせて、 判尭様・戸数 2DK-3DK‘ 'J、裂総総をお鯵ちの
1050悶になります会問天円程畏は広 総見同地区間p、幕張B総iえ12F'i -t; ....... 、

(主寺別資格者五軒5戸

I>t軽量霊予定{商童量 産自始安余主去により後さi主開未満

13，124，5221'1ー のエンジン付小宮謀総・妓弘容姶・

11 ，954，209PJ ろかい1務総{浴貝7λ以上}は検

診案内綴・申込書撃の量毒事官 都市公査持活検)を受けな汁11101'総滋てF

?上教務自1I業務主事2謀、除住宅i総設さなくなりましたw まだ棋霊長を受

所などで4月7日…4月13日に預けていないnは滋j怠受けて下きいa

消tE.ます。 掲童話落差設している総てのも漁裁は

参申込み受付機織 41l9B-， 外1=使用する安易会、たとえば線奴
月138号事J9時30分~午後4時(家主義などのレジャー'E!求問主主i丞

L' 111M日も乎f1JJ埠')受付汁£す)などに審査F話する場合辻毒語検を受け

砂受付元暴露月 千手権時ptt~た 4 Tt1l3 なければなりません会

議喜朗サ手封書品市ビル 11醍ホール 告語検を受けないで統行寸る1:1 

なお、空{主信義1戸 bfiiJ時に線操年以下の後{設か30庁内以下的納金

しまれ詳し(I時 t6~i1、人 千]龍邦jとなります。

滋都市公村;重義務告1>業務総 2謀 総検拭絡のある場誘て"苦をけられ

従謡0472(24) 1771， (27) 4131 ます.

まで。 検査辻Z正常に運豪語"(:きるかどう

か‘救命災など丹必聖書な員空機があ

グアテマラ媛災事支後 るかどうかをl'iまれ

金を還をイ寸けます 受験宅問さは申請書れこそ手数料を

ぞえて申込んて・下さい。申童書警警は

21l上初心グァテ叩ラを終った 機憾の支所・協力食提・漁協マリ

二kJ皇室莞Il多〈内t意義をillし、その …ナにありますが弓手数料詰鈴丹
後 ι数百主主にわむり地震が記録さ 長きによヮて然ります。

経犬錦予防注射

「大菊の仕立」鵠箆

b日時 4fl3自 (ヨエ}

午後1時30分から 4時
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区 にーが長・減;説的水焚汚染にf自家を

対側法人す然保都市公tLま， かけていますE

n(l紛50年 4月1B J主総かん副主税L 汚れた本に芸書む魚を食べると、

て県内に終台:または勤干年党内ある {ふにまーがあることはさ話1.;;のことで

方を実f教に、海iP，ニ北…タウンの しょ 1，

:I'， J也 í~ 釜本法…ド議伐とむを分泌し きれいな水を取りもどし、索足

ます会 でj堤んでも主ーのない土壌をよみが

惨筋症擁 千葉市氏件51'汁45的 えらせるためにも、持核廃守合成

砂場所 つっと務2際会議寝袋 れていますーそのため被災害もま韓 鉢 Lくは桂本小型紛豊富検査機構

多量量感内容 3本立致事長策的役支 える…nで数機が必警護令状態です."f議文所(千葉市主義掛12 7 -19 

(l< L努から開花ま そこで下脅かっとおり、教争菱重量を 布施ピル内) 官官A緩儲72-24-28

てつ
*~Íi草ヰE駅前から r勺っと道芸J 行内

昔話時パスが午後1時10分ね発率し

ますから、ご消UI膏下さい。

受付け t'j'，ご↑高カをお撃買いいた 槌と胡帥 または荷工機におi穏い

します。 合わ綾子守さい。

ー惨絡切開 H耳手袋詰1年 41j20日

炉型監付え轟液循祉事務所浮E州 市役所に忘れ物袋し

た方はいらっしゃい
ませんか

宙定資議税・事喜子宮計

喜怒税・較曾霊会運王寺廷の 市役所内滋民ホー1"1こ、々ータ

納翼車線の変重を …と子供臓の;忘れ事告がありましたa

きょうど串合的時織でも混線と

3世つ守秘法のゆ審事改正に伴う協会 あわただしさ丹た的、;忘れてしま

審議が主主れていますのや、第1J明 った的ではないでLょうか。

のfl'l英語鼠を 1"持主嘉納Lて4月末 お心9うたま》の1;1式、 1甘喪主緩まで

日を 5丹東日に望号液Liす得 ど進級 fl号、~
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